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【目的】産業保健活動は一定の既存のプログラムをそのまま適用するというより、むしろ各々の企業に則した方

法で継続的に取り組むことが基本である。そこで、産業歯科総論、実習も含めたメンタルヘルス講習会、産業歯

科保健活動の現場見学からなる研修会を企画し、歯科医師会会員から構成されたコアメンバー（研究協力者を含

む本研究研究者）に話題として提供する。それをもとに、歯科医師が日常の診療業務の傍ら、企業のかかりつけ

歯科医としてどのように活動に取り組むことが可能か、またその価値を見出せるのかをコアメンバー自身で検討

し、実現可能性の高い今後の指針を見出すことを、今回の研究の目的とする。 

 

【研修会実施の流れと概要】 

＜第一回研修会＞  

産業歯科保健総論に関する講演とメンタルヘルス講演と実習を、1日で実施。産業歯科分野は歯科医師にとって

特別な領域ではなく、就業者の現状を理解し抱えるニーズを把握することは日常診療のキーコンセンサスを形成

することになるというコンセプトで内容を構成。また、歯科医師の関与が必要な特殊健康診断や労働衛生コンサ

ルタント資格の取得を紹介。加えて、産業保健現場で喫緊事項であるメンタルヘルス関連の講義と実習を組み入

れた。 

＜第二回研修会＞＜平成20年度成人歯科保健講習会 主催 福岡県歯科医師会＞ 

歯周病ならびにその生活習慣病との関連についての講演、成人歯科保健の疫学研究に関する講演、およびグルー

プワークを2時間半で実施。本講習会は福岡県歯科医師会により、毎年1回継続して実施されている。参加者は、

企業の健康管理担当者（医療職・事務職）、歯科専門職（歯科医師、歯科衛生士）など職種横断的である。特徴

としては、講習会に積極的にグループワークを取り入れていることである。この結果、一方向性の講演会では得

られない相互理解の場所となっている。 

＜第三回研修会＞  

長期間継続して歯科保健事業を実施している企業を訪問し、職場見学、当該事業所の歯科専門職を含む担当者の

講演、参加者の体験談の拝聴、グループワークを1日で実施。かかりつけ歯科医としての視点からの講演概要は、

以下の通りである：展開されている歯科保健事業はヘルスプロモーションの概念とも合致したものであり、そこ

からの気づきは日常の診療業務にも反映されており、企業との関わりおよび歯科予防に対する専門家以外の視点

に触れることは、歯科医院来院者のみならず自身も含めた歯科医院全体のエンパワーメントに繋がっている。 

 

【考察】 

産業歯科保健の必要性の認識がある公衆衛生活動に近しい歯科医師でも、具体的な活動のイメージや企業へのア

プローチになると取りかかりにくい分野であるとの声が多かった。総括の今後の産業歯科保健活動のあり方に関

してのグループワークにおいて、人材育成（キーパーソン）・コミュニケーション・企業、従業員、歯科専門職

の立場でのメリットのバランスなど、歯科保健を包括的に捉えたキーワードが提示され、産業歯科を含む成人歯

科活動にも広く通じる内容となっていた。一連の研修会を通じて、研究参加者間では歯科医師会およびかかりつ

け歯科医として取り組むべき産業歯科保健活動の方向性のコンセンサスを得ることができたのではないかと考

える。職域は社会医学的・予防医学的視点で歯科医師が社会的責任を果たすべく重要な場面である。経済的イン

センティブなど産業歯科保健活動の活性化には課題も多いが、今回の研究成果が今後の地域の産業歯科保健活動

に還元されることを期待したい。 
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